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上島町の概要
平成16(2004)年10月1日、弓削町、生名村、岩城村、魚島村の離島からなる４町村が合併し誕生しました。

交通機関は海上交通のみで、海を隔てて広島県尾道市に接しており、本町生名島と尾道市因島との距離はわず
か３００ｍほどであり、生活圏としては主に尾道市因島側に属しています。

年間を通じて晴天が多く、降雨量が少ない瀬戸内海特有の安定した気候で、温暖な気候と傾斜地を生かしたレ
モン等の柑橘栽培を中心とした農業、定置網や刺網等、多様な小規模漁業のほかに、海苔や鯛・平目・車エビの
養殖などを中心とした漁業、及び造船を中心とした製造業が本町の基幹産業です。
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上島町は、東西約４５０ｋｍにおよぶ 瀬戸内海（瀬戸内海国立公園）の
ほぼ中央に位置し、愛媛県北東部、広島県境に浮かぶ〝７つの有人島”と〝
１８の無人島“の２５の島からなる〝離島の町”です。

上島町
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福山駅
上島町から車
で約１時間

松山空港
上島町から車
で約２時間

広島空港
上島町から車
で約１時間

上島町は、広島県境に位置することから、飛行機・新幹線を利用する場合、
広島県側の広島空港・福山駅等を利用する方が便利です。

西瀬戸自動車道
(瀬戸内しまなみ海道)

瀬戸中央自動車道
(瀬戸大橋)

神戸淡路鳴門
自動車道

3

出典：国土地理院



岩城島

赤穂根島

生名島

魚島

弓削島

佐島

高井神島

■岩城地区(旧岩城村)
●有人島：岩城島・赤穂根島

●人 口：2,029人(うち外262)

（岩城2,027人、赤穂根2人）

●世帯数：1,149世帯(うち外259)

（岩城1,148、赤穂根1)

主な産業：造船関連事業

農業(レモン等柑橘)

■生名地区(旧生名村)
●有人島：生名島

●人 口：1,507人(うち外16)

●世帯数：842世帯(うち外15)

●主な産業：造船関連事業従事

■弓削地区(旧弓削町)
●有人島：弓削島・佐島

●人 口：3,117人(うち外28)

（弓削2,657、佐島460）

●世帯数：1,882世帯(うち外25)

（弓削1,626、佐島256）

●主な産業：造船関連事業従事

漁業(海苔養殖等）

■魚島地区(旧魚島村)
●有人島：魚島・高井神島

●人 口：159人(うち外1)

（魚島146、高井神13）

●世帯数：魚島106世帯（うち外1）

（魚島94、高井神島12）

主な産業：漁業(定置網等）

上島町（R1.9.30現在）

●人 口：６，８１２人
（うち外国人３０７人）

●世帯数：３，９７９世帯
（うち外国人３００世帯）

※住民基本台帳による

●面 積：３０．３８ｋ㎡

●水洗化率：１００％

●光情報網整備率：１００％

●信号機・トンネル：０個

【主な登録・認定】

●「日本で最も美しい村」連合

●しまの宝百景（国土交通省）

●快水浴場百選（環境省）
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上島町は、離島であることから、必
ず船舶を利用しないと町外に出るこ
とができませんが、町外を結ぶ航路
が数多く存在し、近隣の都市(尾
道・福山等)や空港・駅等へのアク
セスにも便利です。

広島県因島広島県生口島

■カーフェリー航路

弓削島～因島

岩城島～生口島

岩城島～因島

生名島～因島

■人のみの航路

今治～岩城島～佐島～弓削島～生名島～因島

岩城島～因島

生名島～因島～三原

魚島～高井神島～豊島～弓削島～因島

県道岩城弓削線（ゆめしま海道）
弓削島～佐島～生名島～岩城島

L=6.1㎞ ※H33年度全線開通
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上島町の現状

10,864 10,729 10,832 10,687 10,741 

15,137 
15,552 

15,004 14,761 

13,996 
13,572 13,645 

12,669 
12,113 

10,442 

9,380 

8,605 
8,098 

7,648 
7,135 

6,812 

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

18000
上島町の人口推移（地区別）

弓削地区 人口

生名地区 人口

岩城地区 人口

魚島地区 人口

上島町 人口

上島町人口ピーク
昭和25(1950)年
総人口15,552人

弓削地区人口ピーク
昭和25年 6,930人

生名地区人口ピーク
昭和50年 3,259人

岩城地区人口ピーク
昭和25年 4,202人

魚島地区人口ピーク
昭和20年 1,755人

上島町は、戦後の昭和２５年の総人口15,552人をピークに、日本経済の発展と共に、高校卒業後に都会へ進学・就職するという人
口流出が進んだ。昭和50年頃のオイルショック頃に、一時人口増加がみられたが、都会への人口流出に併せて、少子・高齢化も進
み、人口減少に歯止めがかからない状況が続いている。
■昭和２５(1950)年：15,552人 ■令和元(2019)年：6,812人 ※約７０年でピーク時の43.8％まで減少

国勢調査より

昭和50(1975)年
総人口13,645人
※オイルショック
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年少人口

(15歳未満)

生産年齢人口

(15～64歳)

老年人口

(65歳以上)

不詳
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上島町の人口推移（人口構造）
国勢調査より

人口構造においても、戦後のバランスの取れた人口構造が崩れ始め、完全な少子・高齢社会となっている。

15,552
15,004

7



上島町の人口ピラミッド
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昭和２５年（1950）
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昭和４０年（1965）

男 女
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昭和６０年（1985）

男 女
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平成27年（2015）

女 男
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昭和５０年（1975）

男 女

15年後 10年後
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平成１７年（2005）

男 女

20年後 10年後

綺麗な三角形型の人口ピラミッドが、徐々に少子高齢化による“逆三角形”に変化し、人口構造が崩れてきている。

8



上島町の人口推移 人口ビジョン（H28(2016).3策定）
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上島町の人口推計（2010 ― 2060）

パターン１ 推計例A 推計例B 推計例C

7,647

6,578
6,573

6,546
6,516
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5,574

5,499
5,399

4,769
4,721

4,605
4,403

4,188
4,112

3,948
3,630

3,786
3,686

3,467
3,029

50年後には・・・
４９．５％の人口に

平成２７年度に策定した上島町人口ビジョンによる今後の人口推計は、２０１０年から２０６０年の今後５０年間で、現人口から
約５０％も人口が減少することが推計されている。
人口最大であった昭和２５(1950)年の15,552人から、110年後の2060年には、最大値で24.4％の3,786人になることが予測されてお
り、人口構造も年少人口・生産年齢人口が少なくなり、超高齢化社会になることが予測される。

2020年からは
老年人口も減少に・・・
完全な人口減少時代
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人口減少に伴う上島町の課題
○結婚率低下

⇒将来への不安

○出産率低下

⇒将来の子育てへの不安

○少子化

⇒小中学校、弓削高校の存続危機

○後継者・担い手不足

⇒農水産・商工・造船業等の衰退

○高齢化

⇒福祉費の増加による財政圧迫

○転出者の増加・若年層の流出

⇒税収入の減

○人口減少

⇒集落・地区・町の維持存続困難

○財政難

⇒公共サービスの削減・廃止

～近隣市町村への合併

悪循環

↓

上島町が消滅
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上島町の課題（いまや日本全国の課題）

結婚率低下

出産率低下

少子化

後継者・担
い手不足

高齢化

転出増加
若年層流出

人口減少

財政難

上島町に未来はあるの？
将来が不安…
ここで結婚しても…
住むところも住宅くらいしかないし…
空家も貸してくれないし…
不動産屋もないし、情報も少ないし…

産婦人科も遠いし…
同級生も少ないし…
将来高校もあるかどうか…

農業・漁業儲かるのか…
仕事が限られているし…

帰ってきても
働くところないし…
コンビニもないし…
遊ぶところないし…
船時間に縛られるし…
都会には何でもあるし…

町の財政厳しそうだし…
財政厳しいのに予算がど
んどん増えてるし…
いつ破綻するか、合併に
なるかわからないし…

小中学校もいつ統廃合にな
るかわからない…
子供が少ないから部活もろ
くにできない…
子供が少ないから競争心も
生まれない…

保険料が財政圧迫…
面倒な地区役員とかしなきゃいけないし…
何かにつけて駆り出されるし…
近所づきあい・地域行事とか面倒だし…

病院もないし…
島じゃ欲しい物も揃わな
いし…
外に出るにもいちいち船
代がかかるし…
船待ち時間もかかるし…
橋代も高いし、交通費が
かかりすぎるし…

上島町の

負の

スパイラル
〝ないない“からの

不安・不満

不足・不信

直ぐに病院に行けないし…
年金少ないから働きたい、元気だから働きた
い、でもシルバー人材の受入先もないし…
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○結婚率低下

⇒将来への不安の払拭

○出産率低下

⇒将来の子育てへの不安の払拭

○少子化

⇒上島町の教育の充実

○後継者・担い手不足

⇒後継者・担い手を作り・育てる

○高齢化

⇒健康増進、居場所づくり

○転出者の増加・若年層の流出

⇒町に住む・残る・帰る魅力づくり

○人口減少

⇒移住定住者の受入・受入態勢構築

○財政難

⇒公共サービスの見直し

唯一無二のまちづくりによる存続

上島町の課題解決への取組み

○結婚率低下

⇒将来への不安

○出産率低下

⇒将来の子育てへの不安

○少子化

⇒小中学校、弓削高校の存続危機

○後継者・担い手不足

⇒農水産・商工・造船業等の衰退

○高齢化

⇒福祉費の増加による財政圧迫

○転出者の増加・若年層の流出

⇒税収入の減

○人口減少

⇒集落・地区・町の維持存続困難

○財政難

⇒公共サービスの削減・廃止

～近隣市町村への合併

悪循環 ⇒上島町が消滅 好循環 ⇒上島町をつなぐ

上島町の課題解決に向けた取り組み 12



上島町の将来像

○結婚率低下

⇒将来への不安の払拭

○出産率低下

⇒将来の子育てへの不安の払拭

○少子化

⇒上島町の教育の充実

○後継者・担い手不足

⇒後継者・担い手を作り・育てる

○高齢化

⇒健康増進、居場所づくり

○転出者の増加・若年層の流出

⇒町に住む・残る・帰る魅力づくり

○人口減少

⇒移住定住者の受入・受入態勢構築

○財政難

⇒公共サービスの見直し

唯一無二のまちづくりによる存続

上島町に求めるもの（町内者）
◇未来がみえる暮らしができる

◇いい住居がある

◇生きがいのある仕事がある

◇充実した教育環境がある

◇住みやすい生活環境がある

◇安心できる福祉医療環境がある

◇島内循環型社会がある

◇公平公正の見える行政がある

上島町に求めるもの（町外者）
◆未来がみえる町である

◆住居・仕事がある

◆挑戦への支援がある

◆開かれた地域環境がある

◆話合い、交わり、集まる環境がある

◆変わらない自然環境がある

◆魅力ある人がいる

好循環 ⇒ 上島町をつなぐ
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上島町の課題解決への具体的取組み

①結婚率低下

⇒将来への不安の払拭

②出産率低下

⇒将来の子育てへの不安の払拭

③少子化

⇒上島町の教育の充実

④後継者・担い手不足

⇒後継者・担い手を作り・育てる

⑤高齢化

⇒健康増進、居場所づくり

⑥転出者の増加・若年層の流出

⇒町に住む・残る・帰る魅力づくり

⑦人口減少

⇒移住定住者の受入・受入態勢構築

⑧財政難

⇒公共サービスの見直し

唯一無二のまちづくりによる存続

好循環 ⇒ 上島町をつなぐ

①雇用の安定（起業等への支援）

①住居の確保（住居確保支援）

②産婦人科・小児科等への通院支援

②保育所の等の充実（延長保育、保育料減免等）

③小中学校教育の充実

③弓削高等学校の存続支援

④一次産業の振興支援・担い手育成

④造船振興

⑤健康増進施策の充実

⑤働き場所、活躍場所の創造（歴史文化継承）

⑥町の魅力創出・魅力PR、町のファンづくり

⑥町へ帰る・来る理由づくり

⑦移住定住の受入態勢・住民の意識づくり

⑦企業誘致等のPR（就職先の選択肢の増加）

⑧職員数・施設・事業等の見直し

⑧上島架橋を活かしたコンパクトなまちづくり

⑧町の将来を見据えた的確な目標設定・計画策定
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上島町の取組み【上島町総合計画(H28～R7) 上島町総合戦略(H27～R2)】

町の未来像

世界に誇れる
品格あるふるさと
～上島流の豊かさ・
幸福のある暮らし～

まちづくりの理念

島人による
上島ならではのまちづくり

～住民自らによる、産業・歴史・文化・自然を
活かしたまちづくり～

★重点プロジェクト★
①基幹産業を育て雇用の創出に取り組む
②人を呼び込み新しい人の流れを作る
③若い世代の結婚・出産・子育ての希望
をかなえる

④元気島でいつまでも暮らせる

総合計画

１．交流の輪を広げる島人【地域活性分野】

さまざまな分野における町内外の交流活動を活発に
展開して、交流人口の拡大を図るとともに、観光に
よる交流の環境と、移住・定住につながるための環
境の整備を進めます。

基本目標④
元気島でいつまでも暮らせる

総合戦略（総合計画と共有） 「まち・ひと・しごと創生」との関係

基本目標①
基幹産業を育て雇用の創出に
取り組む

基本目標③
若い世代の結婚・出産・子育
ての希望をかなえる

基本目標②
人を呼び込み新しい人の流れ
を作る

まちの強みを伸ばし、働き続けた
いと思える環境をつくる

「しごと創生」

誇りを持って
住み続けたいと思える

生活を支える

「まち創生」

人口減少を食い止め、まちの活力を維持するための「ひと創生」

基本目標②人を呼び込み新しい人の流れを作る
（１）移住・定住の促進・・・・●移住定住支援の推進
（２）観光振興・・・・・・・・●地域資源をいかした観光施策の推進
（３）にぎわいの創出による・・●交流事業の促進

交流人口の拡大 ●スポーツイベントによる交流機会の
拡充

●自転車・ヨット等による交流

まちづくりの理念

島人による
上島ならではのまちづくり
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上島町の課題解決へのキーワード

上島町の

負の

スパイラル
〝ないない“からの

不安・不満

不足・不信

人口

減少

上島

消滅

上島町を維持・形成できる適正な人口の確保

定 住 促 進 移 住 促 進
◎人を呼び込み新しい人の流れを作る
▶「ひと創出」
…移住定住支援の推進
…交流人口の拡大を図る

⇒交流事業の推進
⇒交流機会の拡充

◎住み続けたい、帰ってきたい環境を作る
▶「仕事創出」…働きたい、働き続けたい仕

事環境の整備
▶「まち創出」…各種福祉施策の充実した誇

りをもって住み続けたい環
境づくり

…帰ってきたい環境づくり

16



上島町の具体的な取組み（定住促進条例(H27.3～R2.3)関係）

若者世帯賃貸住宅家賃助成・・・町に定住の意思を持ち、年齢４０歳未満で上島町の住宅を本拠地とし
て賃貸住宅に入居する方で、住宅手当を差引いた実家賃負担額が２万円を超えた額で月額１万円を上
限に最大２年間助成。

上島町への定住促進について、奨励措置及び優遇措置を講じることにより、定住人口の確保を図り、
もって町の活性化及び住民福祉の向上に寄与することを目的とする。

就業・就職奨励金・・・町に定住の意思を持ち、町内に就業又は通勤可能な町外の対象事業所等に就
職する方に奨励金を支給。（新規学卒者：１０万円、UIターン者で独身：１０万円、UIターン者で既婚：２０
万円）

結婚祝い金・・・夫婦で町に住民登録し、町に定住の意思を持ち、夫婦共に４０歳未満の方に、祝い金３
０万円を支給。

出産・子育て祝い金・・・町に定住の意思を有し居住しており、新生児等を養育する方に祝い金を支給。
【出産】第１子：３万円、第２子：１０万円、第３子以降：３０万円
【子育て ※第３子以降】小学校入学：３０万円、中学校入学：４０万円、高校等入学：５０万円

移住ウェルカムプレゼント・・・Uターン者等で過去３年間町に移住したことが方に、町の四季の特産品を
１年間に渡り複数回に分けて支給。

※魚島・高井神地区に定住される方は、奨励措置金額が２倍！

17



上島町の具体的な取組み（その他定住促進等関係）

新規出店者店舗改修補助金・・・空き店舗等（3か月以上未使用）を利用して、店舗として新規出店しよ
うとする者に対して、建物の改修等に要する費用の一部を補助する。
上限５０万円（１/２）・・・改修等：30万円以上、備品：20万円以上の事業。（※魚島地域：２/３）

空き家バンク制度・・・定住対策の一環として田舎暮らしを希望する方へ空家情報を提供する。

空き家所有者にバンク登録していただき、町HPで情報提供する。

空き家活用事業補助金・・・空き家バンクに登録した家屋の所有者又は定住目的で賃貸・購入する方
が、家屋の改修工事に要する費用の一部を補助する。

①新婚又は子育て世帯：５０万円（１/２）、②それ以外の世帯：３０万円（１/２）

移住者住宅改修支援事業・・・県外からの移住者及び地域おこし協力隊卒業者の定住支援を図るため、
空家バンクに登録した家屋の改修工事に要する費用の一部を補助する。
①50万円以上の改修事業・・・2/3又は20万円(子育世帯：40万円)
②5万円以上の家財道具等の搬出・・・2/3又は20万円

島おこし協力隊員定住環境整備補助金・・・現在、上島町では、人口減少、高齢化等の進行が著しい
地方において、地域外の人材を積極的に誘致し、都市住民のニーズに応えながら、地域力の維持及
び強化を図っていくことを目的とする取組である島おこし協力隊を受け入れています。その島おこし協
力隊員として参加するものに対して、将来的な定住及び起業を支援するため、その活動費の一部を補
助する。
①住環境整備、②起業環境整備、③その他定住に必要な環境整備 ※各上限５０万円(１/２）
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上島町の具体的な取組み（一次産業体験・研修受入支援）

上島町の具体的な取組み（企業誘致促進条例）

ワーキングホリデー（１週間 ※うち農業体験３日間）
上島町に興味を持ち農漁業の勉強や島のライフスタイルを満喫したい人を支援。（６０歳まで）
１日：5,000円（農業体験3日分のみ） ※主に柑橘・野菜栽培

お試し就業研修事業（２０日間）

短期間（１年以内に20日間）、農漁業の就業を希望される方を支援。（概ね５０歳まで）
１日：5,000円（20日間の就業日） ※主に柑橘・野菜栽培、養豚、漁家

インターン事業（２年以内）
農林漁業の就業を希望される方に対して支援するインターン事業。（概ね50歳以下の方で上島町に転
入し、2年以内の研修期間を経て、7年以上継続して居住する方。）
１ヶ月：10万円（2年以内） ※農漁家で作業実習

企業立地促進奨励措置・・・指定事業者が企業の立地をしたときの支援。
①事業用の用地取得、施設建設費用の補助、②上下水道料金の支援、③固定資産税の減免

環境保全施設等奨励措置・・・指定事業者が、新設又は新たな事業展開に伴う増設若しくは移転による
企業の立地をしたときの支援（環境保全施設等の整備費用の補助）。

雇用促進奨励措置・・・指定事業者が、企業の立地に伴い、本町内に住所を有する新規常用雇用従業
員(純増員に限る。)を引き続き1年以上雇用したときの支援。

情報通信関連企業奨励措置・・・情報通信関連企業の指定事業者が企業の立地をしたときの支援（事
業所・通信機器等の賃借料、回線使用料等の補助）。
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上島町の具体的な取組み（人を呼び込む“場・機会”の形成） 20

・上島町では、多様な主体の連携により関係人口・移住者を呼び込むきっかけとなる“場・機会
（例：FeelKAMIJIMA等）”の形成等の地域づくりを進めている。
・2021年には生名島と岩城島を結ぶ岩城橋も完成し、移動利便性も向上する。

凡例
●：上島町体験プログラム場所（Feel!KAMIJIMA）
●：宿泊場所（ゲストハウス含む）
●：役場・支所

岩城橋
（2021年供用予定）

エリアA

エリアB

エリアA拡大

エリアB拡大

弓削島

佐島

岩城島
生名島

生名橋
（2011年供用開始）

弓削大橋
（1996年供用開始）



上島町の具体的な取組み（人を呼び込む“場・機会”の形成） 21

■Feel!KAMIJIMA体験プログラム（表紙・移住者の取組概要）

・行政、移住者等との懇談会を経て、上島町Feel!KAMIJIMAを作成。
・この中で、移住者の取組概要やおすすめの体験プログラムを紹介。

H29年度 1,150人利用



上島町の具体的な取組み（人を呼び込む“場・機会”の形成） 22

・Feel!KAMIJIMAでは30の体験プログラムを紹介。

■Feel!KAMIJIMAで紹介されている体験プログラム（一部抜粋）



上島町の具体的な取組み（一次産業従事者の定住促進）

平成２０年から、上島町にＩターンやＵターンで移住し、農業・漁業の一次産業を始めたい新たな担い手
候補者が、独立し、就業に至るまでの研修や生活等を支援しています。
ＮＰＯ法人岩城農村塾と上島町が連携し、ＮＰＯ岩城農村塾の会員が就農希望者を受け入れています。
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H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

上島町定住促進事業（一次産業）の実績

ワーキングホリデー お試し就業研修 インターン 定住者数 定住率

本事業の過去１１年間の実績は、延べ１１５人でした。
ワーキングホリデー（１週間）・・・延べ９９人
お試し就業研修（20日間）・・・・・延べ８人
インターン（２年以内）・・・・・・・・・延べ８人
そのうち定住に至った定住者数は、延べ１２人で、参加
いただいた方の１割程度が定住に結びついています。
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上島町の具体的な取組み（一次産業従事者の定住促進）
平成２０年度に開始した上島町定住促進事業の利用者
が多くあったため、平成２２年度に上島町体験研修施設
「知新館」及び「定住促進住宅」を整備しました。

「知新館」は、地域資源を活用した農林漁業の振興、地
域の特性を活かし活力ある島づくりを目指す体験研修施
設で、宿泊室・研修室・調理室等を備え、農林漁業の従
事に向けた研修等に利用したり、移住に向けた短期間の
島暮らしにも利用されています。
「定住促進住宅」は、新たな農林漁業の担い手となる
Ｕ・Ｉターン者の確保を図ることにより、地場産業の活性化
及び定住者の増加を目指すことを目的に整備しました。
（３ＤＫ：４戸）
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上島町の観光状況

近年の観光客数

と消費額

県外観光

客計

県外観光客
県内 消費額

関東 近畿 中国 九州 四国３県 外国 その他

平成22年度 92,364 1,589 35,644 51,001 602 2,421 26 1,081 52,553 263,043

平成23年度 113,225 2,103 45,678 58,495 751 3,620 32 2,546 76,641 341,139

平成24年度 126,416 2,258 52,485 62,978 856 4,756 41 3,042 105,561 372,353

平成25年度 127,805 1,894 56,975 60,758 745 4,572 38 2,823 99,569 375,092

平成26年度 124,877 1,753 54,423 60,755 735 4,553 35 2,623 91,752 359,141

平成27年度 129,637 1,813 55,214 63,478 867 5,486 38 2,741 93,809 382,995

平成28年度 130,603 1,832 54,753 64,621 849 5,823 36 2,689 87,107 379,475

平成29年度 132,944 1,896 55,177 66,212 870 5,910 110 2,769 87,411 408,838

平成30年度 114,763 1,657 47,569 57,618 744 4,876 52 2,247 64,041 374,765

上島町では、近年のサイクリングブームにより、サイクリストの聖地として売り出す「瀬戸内し
まなみ海道」人気にあやかり、上島架橋「ゆめしま海道」へのサイクリストが数多く訪れています。

また、岩城島と弓削島に「海の駅」を設置し、平成２９年度にはゆげ海の駅舎「ふらっと」を開
設するなど、多くのヨットマンも訪れています。

ただ、なかなか町内でのお客さんの消費が進んでいないのが現状であり、町に滞在していただく
取り組み「滞在型観光」に力を入れているところです。

基盤整備
体験プログラム
民泊の確立

情報発信
TV・雑誌等掲載
旅行業界営業

サイクリング
サイクルフリー
サイクリング大会

その他
桜まつり・マラ
ソン大会等の
イベント実施

※平成30年度は西日本豪雨災害の影響で観光客数が減少
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上島町の観光（上島架橋「ゆめしま海道」※令和３年度全線開通予定）

弓削大橋

生名橋

岩城橋完成予想パース
令和３年度完成予定

生名橋
佐島～生名島

L=５１５ｍ

弓削大橋
弓削島～佐島

L=５６７m

県
道
岩
城
弓
削
線

Ｌ=

６
．
１
㎞

ゆ
め
し
ま
海
道

多々羅大橋

生口橋

広島県

愛媛県

瀬戸内しまなみ海道
（西瀬戸自動車道）
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上島町の観光状況（サイクリスト・マラソン大会）

■サイクルフリー客数(人)

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

4,148 5,136 7,766 9,400 10,310

約247％UP

※サイクルフリーとは、町外在住者がサイクリングを目的に上
島町を訪れる際、船舶の自転車料金を無料にする事業。Ｈ30

10,247

■ゆめしま海道いきなマラソン大会参加者数（人）
1,391

1,374
1,229

1,063

409
352

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29Ｈ24

395％UP

生名橋完成を契機にハー
フマラソン新設

H26～NET募集開始

27



近年、町の取組みもありますが、島おこし協力隊事業をはじめ、都会人の田舎志向、瀬戸内し
まなみ海道のサイクリングブームによるゆめしま海道へのサイクリストの来町、海の駅の開設によ
るヨットマンの寄港等の時代の流れにより、上島町に興味を持っていただいた方が、上島町を訪れ、
上島町を気に入ってくださり、そのまま上島町に移住・定住する人が増えてきています。

その移住定住した方々にお話を聞いていると、やはりずっと島に住んでいる島民では、気づかな
い、見つけられない、感じられない“島の魅力”があるようです。

この方々が、ゲストハウス・カフェ等を起業し、上島町に新たな“風”を吹き込んでおり、これを
きっかけに、また新たな島へのファンが増えつつあります。

この一つの好循環が続いていくように、行政のみならず、島民をあげて応援していく必要がある
と思います。

上島町への移住者は、合併し
てから平成２６年度までは横ば
い傾向でしたが、平成２７年度
に１０人と大きく増加しています。
その要因として、定住促進事業
の効果があり定住したケースや
平成２７年３月からの定住促進
条例の活用等による増加です。
また、過去にヨットで『ゆげ海
の駅』を利用して、上島町に住
みたいと思い移住されたニュー
ジーランド出身者もいます。
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上島町への県外からの移住者数

【主な移住者起業店舗】
■2014年 kitchen313 OPEN
■2016年 汐見の家・まるふ農園 OPEN
■2018年 book café okappa OPEN

上島町の移住の動き（Ｉターン人材）28



上島町弓削佐島への移住者（広報かみじま2018.9月号） 29



上島町弓削島への移住者（ヨットで移住してきたダニエル一家） 30

出典：瀬戸内Finder



島おこし協力隊から岩城島（原田）・弓削島（藤巻）へ定住 31



上島町の高校教育機関としては、国立弓削商船高等専門学校と愛媛県立弓削高等学校があ
ります。

弓削商船高専は、商船学科、電子機械工学科、情報工学科の専門課程があることから、全
国から学生が集まり、ほとんどの学生が寮生活を送ります。

しかしその一方、弓削高等学校（普通科のみ）においては、近年の町内の少子化により、
年々生徒数が減少し、愛媛県立高校再編整備計画基準における募集停止措置（２０人未満が
２～３年続き、その後も増える見込みがない場合）ギリギリの生徒数が続いています。※町
内中学生の入学率約６０％

そこで上島町として、『町から高校がなくなる』ことは、『町の衰退を加速させる』と考
え、弓削高等学校を存続させるべく、平成２９年度から『弓削高校魅力化プロジェクト』を
始動しました。

町から高校がなくなる

⇒高校進学のため、中学校卒
業後に島外へ

⇒子供を持つ親（生産年齢人
口）の流出の可能性

⇒新たな移住・定住を妨げる
要因

⇒普段から地域内で高校生の
姿を見なくなる

町
の
衰
退
の
加
速

弓削高校魅力化プロジェクト

子どもが…「行きたい」
保護者が…「行かせたい」
地域が……「活かしたい」
と思う魅力的な高校を目指す！

高校魅力化(存続)＝地域活性化
と捉えた取り組み

上島町の定住の動き（人口流出阻止）32



上島町における弓削高校魅力化プロジェクト

弓削高校魅力化プロジェクトの第一弾として、平成２９年度から、空き教室を活用した弓
削高校生専用の『公営塾（ゆめしま未来塾）』を開設しました。

この公営塾は、地域おこし協力隊により塾講師を募集し、現在４人の講師陣により、放課
後から午後９時まで運営（基本個別指導）しています。

全校生徒の半数以上が入塾しており、１年生～３年生までの進学希望者の他にも、毎日の
予習復習をする生徒が参加しています。

また、今年度からは、総合学習カリキュラム改革を行い、高校１年生から「仕事を創りに
帰りたい人材の育成」をテーマにした学習をはじめ、これまで「親の面倒もみないといけな
いから仕方なく帰らなければいけない。」と思っていた気持ちを「上島町に帰りたい。」
「仕事を創りに帰りたい。」といった前向きに島に帰ってくる人材の育成にも取り組んでい
ます。

ゆめしま未来塾の目的
■弓削高等学校の魅力化
■進学実績の向上
⇒入学者数を増やす

■地元を知り、好きになる
人材形成
⇒地域を盛り上げ、将来
「仕事を作りに」ふる
さとに戻ってくる人材
育成
（ブーメラン人材育成）

弓削高等学校の存続
■魅力ある高等学校として、町内外の中学
生の入学増加

■保護者も安心して弓削高校を進められる

上島町の活性化・存続
■人口流出を防ぐことができる
■新たな移住・定住者の獲得できる
■日常生活、地域イベント等で高校生の姿
がみられる

■新たな産業（起業）が生まれる可能性が
ある

今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

計
画)

●
高
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

●
教
育
寮
の
整
備
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上島町には、高等学校・高等専門学校までしか教育機関がなく、

就職を含めて、ほとんどの子供たちが、大学進学・就職で、島外に

出ていき、島に帰ってくることはありません。

このままでは、「私たちのふるさと上島町」はなくなってしまう

かもしれない」という危機感から、島外に進学していく子供たちに、

将来、島に帰ってきていただくため、弓削高校魅力化プロジェクト

の始動に合せて、平成２９年度に「奨学金制度（ゆめしま奨学金）」

を創設しました。

「ゆめしま奨学金制度」は、高校・大学等進学のために借りた

「ゆめしま奨学ローン」を、卒業後返済した場合に、「ゆめしま

奨学基金」から返済相当額を補てんする制度です。

元金分については、子供たちが上島町に戻ってきた場合に、利

息分については、戻ってきたかどうかに関わらず補てんします。

■かみりん奨学ローン
株式会社愛媛銀行と提携し、利用者のニーズに合わせたかみりん奨学ローンを新設。

■ゆめしま奨学金制度償還補助金
学校卒業後、ゆめしま奨学ローンを返済した場合に、毎年度「ゆめしま奨学基金」から、返済相当額を補てん（補

助）します。

元金分については、学校卒業後１０年以内に上島町に戻ってきた場合に、その翌年度から１０年間かけて補てん（補
助）します。利息分については、進学を支援するため、上島町に戻ってきたかどうかに関わらず、その年度に支払った
額を翌年度に補てん（補助）します。

上島町の定住の動き（Ｕターン人材）34



近年、少しずつ、自然に移住・定住者が増えつつあり、〝芽“が出始めています。

やはり、少子高齢社会の今、自然減はやむを得ないですが、新たなＩターンによる移住者及び町出身
者のＵターン者（社会増）を増やすことは、出生率も上がる自然増も期待され、上島町を存続していく
最大の手段ではないかと思われます。

これからの移住定住促進の取組み
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上島町人口推移（住民基本台帳・人口ビジョン推計の比較）
※住民基本台帳人口（2010～2013年：各年3月31日現在、2014年以降：1月1日現在）

住民基本台帳

人口ビジョン推計C(目標）

＋215 ＋253 ＋306

減少率
-1.53%

減少率
-1.78% 減少率

-1.42%

減少率
-1.62%
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-1.41%
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住基

国勢調査実績・人口ビジョン

＋346 ＋346 ＋298 ＋218

減少率
-0.81% 減少率

-1.34%

減少率
-2.03%

減少率
-2.52%

平成２７（２０１
５）年度に上島町人
口ビジョンを示した
が、実際、移住者等
の増加もあり、人口
ビジョンより緩やか
な率で人口減少して
いることが判明した。
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行政においても、町の存続・活性化を図り、生き残るために様々な取り
組み（事業）を計画し、実施していますが、まだまだ、町民のニーズ、移
住希望者のニーズに応えられていないのが現状です。

（まちの子供たちの声）

上島町が好きだから将来戻ってきたいけど、働くとこないからなぁ・・・

（まちの子供を持つ親の声）

将来子供たちと暮らしたいけど、仕事もないし、帰らせれないなぁ・・・

子供たちに苦労させたくないしなぁ・・・

（まちを訪れた方々の声）

上島町が気に入ったけど、住むとこも働くとこないしなぁ・・・

上島町が気に入って住みたいけど、知り合いもいないしなぁ・・・

田舎に移住定住することの２大課題「家がない」「仕事がない」の外、いろい
ろな不安から、上島町に帰ってくること、上島町に住むこと に二の足を踏んで、
諦めてしまっている人が多くいます。

そんな人たちが安心して、『上島町に帰ってこよう！』『上島に住もう！』と
思ってもらえる上島町でなくてはならないと考えています。

町民・移住希望者の声 36



今、取り組んでいること

現在、上島町では、次期「総合戦略」の見直しを行っており、次代を担う子育て世帯や移住者

の方々に集まっていただき、「上島町の未来」について語り合っています。

また、併せて、今年度から、企画情報課で移住定住促進の担当を受け持つことになったことか
ら、移住者の方々に集まっていただいた自主研究グループを立ち上げ、「本当に移住者が求めて
いること」について語り合い、今後の移住定住促進の取組みを検討しています。

現在、上島町には、元気で、町の将来のことまで考えてくださる“新たな風”を吹き込んでくれて
いる移住者が多くおられ、この方達の、生の声を活かしながら今後の「町の未来」を組み立てて
いきたいと考えています。

上島町総合戦略コアチーム会議
（令和元年7月３１日～随時開催）

かみじま未来予想図研究グループ
（令和元年8月２９日～随時開催）
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【町の未来・計画】

○上島町はどんな町でありたいのか。どんな未来を目指すのか。どんな人に上島町に来て欲しいかを明確（計画）にし、
町民みんなで共有しておく必要があるのでは

○移住者を増やすためには、町民や町内の多様な主体が共有した意識を持ち、連携した受け入れ体制の確立が必要ではな
いか

【移住前のＰＲ・受入体制】

○移住希望者が、移住定住にかかる全ての情報を収集できるＨＰ等の情報発信が必要ではないか

○移住者の知りたい情報と行政が持っている情報を上手く結びつけ、発信する組織・仕組みがあったら良い

○上島町にある仕事、上島町から通える仕事など、多くの仕事の選択肢を紹介できるシステムが必要ではないか

○観光が「移住の入り口」になるため、移住も視野に入れた観光PR・促進をしていけば良い

○職場体験・学校体験ができるような暮らしが見える移住体験ツアーを行ったら良い

○住居と仕事をセットで紹介・斡旋したり、移住者それぞれにあった対応ができるシステムが必要ではないか

○地域毎に空家を再生したり、管理してみても良いのでは。その為の町からの支援をしても良い

○何日が滞在できるようなコワーキングスペース等があれば良いと思う。

○ランドマーク的なコワーキングスペースとか移住体験宿泊施設等があれば良い

○現在、移住者の入り口・窓口的な場所となっている既存のゲストハウス等を活用していけば良いのではないか

【総合窓口・地域コーディネーター】

○行政は平等の観点から移住希望者を選べないため、ＮＰＯ等民間ベースの中間支援組織が必要ではないか

○地域（集落）レベルで、移住者と地区（人）を繋げられるような仕組みがあればいいのではないか

○上島町は、島毎に特徴が異なるため、島毎、地域毎に中間に入って移住者と地域（人）を繋いであげることが重要だと
思う。

○人口を増やすために誰でも受け入れていい訳ではなく、島の生活に向き不向きを判断してあげる人も必要だと思う。

○移住者を受入れるための確立されたシステム・組織づくり、また、移住者をアテンドする人が必要ではないか。

【移住後の支援・交流】

○移住してきた後のプロセスも大切で、移住者同士が交流したり知人・友達を作れる場等があれば良い

○移住した後に、何か新しく起業したいといった場合の支援があれば良い

上島町の移住定住促進にかかる住民・移住者の“声” 38



移住者参加型地域づくり
各段階と主な視点

多様な主体が参画した「地域づくり計画」の
策定
▶理念、目的、ターゲット等を明確にする

❶計画段階

上島町において多様な主体の連携による地域づくりを推進・発展させるために、❶多様な主体が
参画した「地域づくり計画」の策定、❷移住希望者への「情報発信」による関係人口創出、「中
間支援組織」の形成による移住・定住支援、❸多様な主体が「交流する場・機会」の創出、❹子
供たちが帰りたい「ふるさと」の形成について取り組むべく検討を行う。

上島町の現況・今後の展望

移住者･民間企業 地域住民 行政(上島町)移住希望者

【今後の展望】
移住者や地域住民など多様な主体が参画により、実効性の高い地域
づくりビジョンを作成・共有・実践する

上島町の多様な主体が参加する地域づくりのためのシナリオ

移住者 地域住民 行政

上島町の総合戦略は、令和２年度で計画期間終了となることから、現在、次期、総合戦略の見直しを行って
いる。
戦略の見直しに当たっては、子育て世代、移住者等の次世代を担う方１０名程度からなる「コアチーム」を

立ち上げ、最上位計画である上島町総合計画にある町の未来像「世界に誇れる品格あるふるさと～上島流の豊
かさ・幸福のある暮らし～」とは何か？から見つめ直し、町の未来像を明確化しようと作業を進めている。
今後は、このコアチームにより導き出した基本目標のいくつかの目標毎に、さらに多様な主体・町民にも加

わっていただいたワーキングチームを作り、上島町の総合戦略を策定することとしている。

また、併せて令和２年度で上島町総合計画の前期計画期間が終了することから、後期計画の見直しに向けた
作業も同時に行っていくこととしている。

39



㋑移住希望者の「滞在（交流）拠点」の形成
▶ゲストハウス等を活用した滞在拠点確保と地域交流
を支援

㋒「中間支援組織」の形成による移住・定住
支援
▶移住希望者と地域をつなぐ組織の形成により、安定
かつ継続した移住・定住支援を実施

❷立上段階

㋐移住希望者への「情報発信」による関係人
口創出
▶ニーズに即した効果的な情報発信によりファン獲得

【現況】移住希望者の入口機能に加え、地域住民の交流も支援

【今後の展望】中間支援組織の形成への検討

【今後の展望】定住促進・住居・仕事・観光等を一括した情報発信

上島町の多様な主体が参加する地域づくりのためのシナリオ

移住希望者 移住者 地域住民 行政

移住希望者 ゲストハウス等 地域住民

移住希望者 中間支援組織（ＮＰＯ・地域協議会等）

㋐ 関係人口の創出に当たっては、上島町に来てもらうことが大前提であり、上島町に来てもらうためには、
観光が入り口であるため、数ある観光地の中から上島町を選んでもらうきっかけとなる情報発信を行う。
そんな中で、上島町では、地域住民や観光協会と協力し、令和元年度から新たな観光HP「瀬戸内かみじま

トリップ」を立ち上げ、きめ細やかな情報発信を開始している。
また、それに加え、島の暮らし、住まい、仕事等、移住定住者が知りたい具体的な情報発信が必要である。

㋑ 近年の上島町への移住は、ゲストハウスや移住者が起業したお店等を訪れたことをきっかけに、上島町を
気に入ってもらい移住してくる方が多くなっていることから、この流れを継続していくため、既存のゲストハ
ウス等と協力した暮らし体験・地域交流ができるシステムを構築する必要がある。

㋒ 上島町の移住相談は、現在、役場窓口で受け付けているが、役場業務では、移住希望者の対応にも限界が
あるため、上島町へ既に移住されている方や地域の方が主になった「中間支援組織」といった組織による受け
入れ対応が必要である。
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㋐移住者と地域住民の「関係性の構築」
▶移住者と地域住民の交流により良好な関係性を築く

❸実践段階

㋑多様な主体が「交流する場・機会」の創出
▶多様な主体が定期的に集まれる場・機会を設けるこ
とで新しい取組みが生まれ、地域活性化に繋がる

【現況】地域行事への参加と交流

【今後の展望】自主研究グループなどの定期的な開催を検討

→イノベーショ
ンの創出
→地域活性化

上島町の多様な主体が参加する地域づくりのためのシナリオ

地域住民移住者

移住者(創造的人材) 地域住民 行政

㋐ 移住者が地域との関係性を構築する場に「祭り」がある。移住者さんからも、「祭りに参加することで地
域に馴染み、地域の人に認められるようになってきた。」という声があることから、地域の様々な行事に、移
住者さんも積極的に参加し、地域も普通に受け入れる体制が必要である。
また、移住者さんのことを知らない町の人も多くいることから、移住者さんのことを知ってもらうきっかけ

作りも必要である。

㋑ 移住者さん同士の口コミによる繋がりはあるが、移住者さん全体的なつながりはまだ持てていない。現在、
自主研究グループの立ち上げにより、移住者さんに集まっていただくことで、移住者さん同士の交流が生まれ
つつあり、この集まりの中から、「上島町の未来」にかかる話や今後の地域づくりのヒントもでてきており、
上島町のイノベーションの創出が期待される。
こういった会を定期的に開催していくことで、移住者さん同士の繋がりを広め、そのことによる移住者さん

の安心感にも繋がり、移住者さんの住みやすいまちづくりにも繋がっていくと思われる。
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㋐移住者等のイノベーション創出を支援
▶移住者等による起業等の支援による継続的な仕事の
確保

❹継続段階

㋑イノベーション創出の継承
▶上島町でも仕事、イノベーションを起こせるという
可能性を町の子供たちに伝え、ブーメラン人材を確保
する。

【今後の展望】チャンスを活かしてもらうための起業支援

【今後の展望】上島町の可能性を伝え、町の誇りを創出

上島町の多様な主体が参加する地域づくりのためのシナリオ

移住者

町の子供

㋐ 何も無いからチャンスがある上島町で、新たに起業するチャレンジに対して支援することで、移住者等の
継続的な仕事を確保する必要がある。

㋑ 高校卒業後、進学・就職等で島を離れざるを得ない子供たちに、移住者等のイノベーション創出を見て、
聞いて、体験してもらい、伝えることで、島の魅力や島の可能性を感じてもらい、「何も無いから帰れない」
ではなく、「何かするために帰ろう、帰りたい」と、上島町に誇りを持ってもらえる地域づくりを目指す。

行政

移住者 行政

→ブーメラン人
材の創出
→町をつなぐ

好循環⇒

移住者･民間企業 地域住民 行政(上島町)移住希望者

上島町の多様な主体の連携～取組

◎人を呼び込み新しい
人の流れを作る
◎住み続けたい、帰っ
てきたい環境を作る

「上島町に住む人」「上島町に訪れた人」など
「上島町に関わった人」が幸せを感じてくれる“幸せの流れ”

上島町活性化・未来へつなぐ
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上島町の多様な主体が参加する地域づくりのためのシナリオ

❶計画段階
多様な主体が参画した
「地域づくり計画」策定

❷立上段階
㋐情報発信
㋑滞在拠点の形成
㋒中間支援組織の形成

❸実践段階
㋐移住者・地域関係性構
築
㋑多様な主体が交流する
場・機会の創出

❹継続段階
㋐イノベーションの創出
支援
㋑イノベーションの創出
継承

◎上島町のシナリオ

❶旅行計画
ある週末…
どこか面白いお出かけ先ない
かネット検索してみよう！
⇒面白いイベントや体験メ
ニューがあるし、ここ良さそ
う！行ってみよう！

❷旅行(観光)
いい景色でゆったり時間が流
れてていいところだなぁ。
将来、こういうところに住ん
でみたいな。
どんなところかもうちょっと
調べてみよう！

❸調査
どんなまちなんだろう…
どんな住居があるんだろう…
どんな仕事があるんだろう…
ちょっと相談してみたいな。
もう一回行ってみよう！
⇒町・住居・仕事等の紹介

◎都会の人のシナリオ（旅行～移住の場合）

❹移住体験
もうちょっと良く知りたいな。
島ではどんな暮らしができる
んだろう？
ゲストハウスやお試し住宅に
泊まってみよう。
⇒移住体験・移住者交流

❺移住
住居も仕事も見つかったし、
この町に移住しよう！
この町・地域のしきたりや決
まりごと等はどうなんだろ
う？相談してみよう！
⇒相談～地域の人への紹介

❺起業
生活も落ち着いてきて、何か
新しいことを始めてみたい
なぁ…
⇒起業の支援

❻交流
知り合いも少ないし、誰かい
ろいろと相談とかできる友達
が欲しいな。
⇒交流の場の提供

▶旅行先に選んでもらうため
のメニュー作り・情報発信

▶具体的な情報を収集できる
ポータルサイト・提供窓口

▶一括した情報の収集と提供
できる相談窓口

▶一時的な移住体験を受け入
れ、対応できる体制

▶移住者と地域をつなぐコー
ディネーターと地域の体制

▶移住者同士の交流の場・機
会の提供

▶新規出店等の起業に対する
支援

“新しいコト”が
“新しいヒト”を呼び
そのヒトが
“新しいコト”を始め
“新しいヒト”が集まる
…そんな幸せの流れを
継続していくシナリオ
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上島町の多様な主体が参加する地域づくりの課題

⓵ 立上段階…効果的な情報発信
…受け皿の整備

⇒移住お試し住宅・コワーキングスペース等の受け皿整備を行うにも行政のみでは
限界があるため、民間企業の関わりが必要となる。

⓶ 実践段階…「中間支援組織」の形成・運営

⇒移住者（創造的人材）・地域・住民等の多様な主体をどう巻き込むか。
地域・住民の意識改革をどう図るか。

⇒中間支援組織も統括するコーディネーターから地域の協力者まで多種多様な人が
関わる必要があるが、運営費を含め、どのように運営するか。

⓷ 継続支援…イノベーションの創出

⇒創造的人材の確保・掘り起し、イノベーション創出のために、どのような取り組
みをしていけばよいか。

※例えば、住民・既移住者を問わず、町外者を含めた町の活性化のためのイノベー
ションの創出を競争（プレゼンテーション）型で選定し支援する。
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最後に・・・
上島町は、毎年１０月を〝祭月“と呼び、毎週のように各地区で秋祭りが行われます。
私が住んでいる人口わずか４６３人の佐島でも、毎年のように秋祭りを行いますが、近年、目まぐる

しい人口減少・少子高齢化の影響で、太鼓だんじりを叩く小中学生や、神輿・だんじりを担ぐ担ぎ手も
減少し、秋祭りを運行するのも難しい状況に陥ってきており、上島町各地区からの応援により、やっと
の運行を続けています。

そんな中、今年、佐島にあるゲストハウス“汐
見の家”の『縁』により、全国の過疎地の祭りを
応援している一般社団法人マツリズムという団体
と出会い、全国から７人の大学生及びマツリズム
スタッフ10数名が佐島秋祭りに参加してくれる
こととなり、受入れのお手伝いをしました。
伝統の祭りによそ者を入れて良いものかと思っ

ていましたが、佐島の島民は「ええことじゃない
か！」「元気があってええのぉ！」と〝普通“に
大学生達を受入れてくださり、大学生達も佐島の
秋祭りを存分に楽しんでくれたようで、来年も来
たいと言ってくださいました。
これは、縁から生まれた交流であり、新たな

〝関係人口“の創出にもつながったのではないか
と思っています。
普段の行政の仕事だけでなく、ひとりの住民と

しても地域づくりに貢献できることがあるのでは
ないかと思います。
これからもアンテナを張りながら行政マンとし

て、一町民として動いていきたいと思います。
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ご清聴ありがとうございました
愛媛県上島町 檜垣 明宏
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